
［地域密着型サービス等を利用される住所地特例対象者の設定について］ 

住所地特例とは、住所地以外の市区町村に所在する介護保険施設等に入所等をした場合、 

住所を移す前の市区町村が引き続き保険者となる特例措置です。 

 

住所地特例対象となる利用者で以下のサービスを利用する場合の請求については、 

利用者情報詳細画面での設定が必要となります。 

 

【対象サービス】 

76：定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

71：夜間対応型訪問介護 

72：認知症対応型通所介護 

73：小規模多機能型居宅介護（短期利用以外） 

68：小規模多機能型居宅介護（短期利用） 

77：複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護・短期利用以外） 

79：複合型サービス（看護小規模多機能型居宅介護・短期利用） 

74：介護予防認知症対応型通所介護 

75：介護予防小規模多機能型居宅介護（短期利用以外） 

69：介護予防小規模多機能型居宅介護（短期利用） 

78：地域密着型通所介護 

 

 

【設定方法】 

利用者情報詳細画面を表示させ、［住所地特例］タブをクリックし、住所地特例情報画面に

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）「住所特例情報」タブをクリックします。 

2）住所地特例情報より「施設所在保険者 

番号」の入力または「施設所在保険者名」

を選択します。 

3）［追加］をクリックし「登録/更新」して

ください。 

（有効期間を入れなくても登録可能） 

※あらかじめ施設所在の保険者の登録が必

要となります。登録がない場合は、保険者 

管理から登録をおこなってください。 

 

 

住所地特例情報 



 

【介護給付費明細書】 

 

給付費明細欄（住所地特例対象者）に登録した「施設所在保険者番号」

が反映されます。 

利用者の介護保険被保険者証

に記載されている保険者 

施設所在の保険者 


